
7 年度 事務事業一覧表（シート作成分を除く） 担当課 担当G ダイバーシティ推進グループ 令和 7 年 7 月 1 日作成

一般財源
（志基金含む）

6 2 1

人権対策事業 誰もが一人ひとりの人権を
意識し、互いに尊重し合う
中で自分らしく生きられる社
会を形成する。

　人権意識の醸成について
周知啓発を図ると共に、関
係団体と連携しながら人権
啓発の機会を積極的に創
出していく。

677 677 150

各種団体と連携して啓発事
業及び相談事業に取り組ん
でいる。 現状維持

6 2 2

配偶者等暴力相談
支援事業

配偶者等からの暴力相談
支援業務を中心とする被害
者の安全確保に関する事
業。

配偶者暴力相談支援セン
ターの機能（相談業務・啓発
事業等） 125 125 125

令和５年度から志布志市配
偶者暴力相談支援センター
を設置。相談・啓発事業に取
り組んでいる。

現状維持

6 2 3

国際交流事業 国際交流活動団体の支援 　負担金及び補助金の交付
により、団体の円滑な活動
を支援する 10 10 0

負担金及び補助金の交付に
より、団体の円滑な活動を
支援している。 現状維持

6 2 3

多文化共生推進事
業

　地域の産業を支える外国
人の暮らしのニーズに応え
ることで、国籍や民族などの
異なる人々が、互いの文化
的ちがいを認め合い、対等
な関係を築こうとしながら、
地域社会の構成員として共
に生きていくことを目的とす
る。

　異文化交流会を開催し、
外国人住民にとってのサー
ドプレイスとなりうる場所を
形成する。それらとの関わり
の中で外国人住民の暮らし
を支えたいという意向を持
つ市民を増やし、日本語サ
ポーター等の養成に繋げ
る。

0 0 0

日本人との関わりを求める
声や、言葉、文化・習慣を学
ぶ機会の提供を求める声が
ある。
希望する事業所に個別に対
応している。

現状維持

0

0

総合戦略体系

必要な支援は実施できてい
るが、コロナ禍の影響が残
り、活発な動きが難しい部分
がある。

コロナ禍の影響が残り、活発
な動きが難しい部分がある。
今後とも積極的に支援する
必要がある。

日本語を学ぶ機会や地域住
民と外国人が交流する機会
の支援を行うことで、多文化
共生社会の実現が図られ
る。

日本人、外国人に関わらず、
地域の構成員としてお互い
に歩み寄ることができるよう
な取り組みを地域とともに積
極的に行っていく必要があ
る。

コミュニティ推進課

学校との連携など、人権啓
発に努め、啓発が実践でき
ている。

新たな取組がなく、前例踏襲
になっている。性の多様性な
ど新たな人権課題に積極的
に取組む必要がある。

警察や各関係機関との連携
を図り、相談者のニーズに合
わせた対応が出来ている。

曽於地区で唯一相談支援セ
ンターの機能を有するが、他
の事業との兼ね合いで不在
にすることがある。人的確保
が課題である。
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